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地方債の繰上償還（平成30年度補正予算）
一般質問（幼稚園、小中学校のインフルエンザ
対策についてなど５人が登壇）
地方自治研究交流セミナー報告・常任委員会レポート

新規事業で都市再生整備計画事業
（平成31年度当初予算）　

３月定例会

わくわくドキドキ 一年生わくわくドキドキ 一年生
4月8日に、国見小学校に1年生53人が入学しました。真新しい制服を着て、
新しい生活がスタートです。子どもたちの成長が楽しみです。
4月8日に、国見小学校に1年生53人が入学しました。真新しい制服を着て、
新しい生活がスタートです。子どもたちの成長が楽しみです。
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歳　入　　56億9000万円

依存財源依存財源

自主財源自主財源

40億9552万円
72.0％

40億9552万円
72.0％

15億9448万円
28.0％

15億9448万円
28.0％

地方交付税
21億8511万円　38.4%

使用料・手数料
9972万円　1.7%

繰入金・繰越金
3億4569万円　6.1%

町税
9億6510万円　17.0%

その他の依存財源
1億9770万円　3.4%

町債（借金）
2億8750万円　5.1%

国県支出金
14億2521万円　25.1%

（うち除染対策分）
　2億1624万円  3.8％

町の収入でまかないきれない分
を国が集め、再配分するもの

その他の自主財源
1億8397万円　3.2%
給食費や寄附金など

国や県からの補助金

銀行などからの借入金

地方譲与税、地方消費税
交付金など

町民税、固定資産税、軽自動車税
町たばこ税

貯金を下ろして使うもの、
前年度残金の繰越金

町営住宅や保育所、幼稚園の
使用料など

都市再生整備計画事業を計上
一般会計56.9億円 繰越予算2.2億円

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
は

56
億
９
０
０
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
６
億
４
０
０
０
万
円

（
12
・
７
％
）増
と
な
り
、全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
は
「
国
見
の
み
ら

い
を
つ
く
る
５
つ
の
目
標
」
を
柱

に
、
仮
置
場
の
管
理
な
ど
除
染

対
策
費
の
ほ
か
、
新
規
事
業
と

し
て
歴
史
公
園
整
備
等
を
含
む

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
や
、

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
な
ど
の
経
費
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

◦
除
染
対
策
事
業�

２
億
１
６
２
４
万
円

◦
た
め
池
放
射
性
物
質
対
策
事
業�

４
億
５
１
１
１
万
円

◦
営
農
再
開
支
援
事
業
（
果
樹
の
改
植
）�

３
５
１
０
万
円

◦
放
射
線
対
策
健
康
管
理�

６
０
８
万
円

◦
農
産
物
Ｐ
Ｒ�

３
０
０
万
円

◦
自
治
協
議
会
事
業
（
町
道
等
の
補
修
）�
２
２
０
０
万
円

◦
消
防
団
制
服
の
購
入�
１
７
０
万
円

◦
防
火
水
槽
・
消
火
栓
設
置
事
業�

１
１
８
０
万
円

◦
防
犯
灯
の
維
持
管
理
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
）�

６
５
０
万
円

◦
防
災
訓
練
の
実
施�

27
万
円

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
再
生

安
全
安
心
な
町
政
の
実
現

新
規
事
業
で
歴
史
公
園
整
備
や

町
道
改
良
を
進
め
る
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3月
定例会

歳　出　　56億9000万円

義務的経費義務的経費

投資的経費投資的経費

一般的経費
その他
一般的経費
その他 19億9556万円

35.1％
19億9556万円
35.1％

5億2153万円
9.2％

5億2153万円
9.2％

31億7291万円
55.7％

31億7291万円
55.7％

人件費
12億869万円　21.2%

（うち正職員分）
  7億8682万円　13.8%
扶助費
3億9048万円　6.9%

公債費（借金返済）
3億9639万円　7.0%

普通建設事業費
5億2153万円　9.2%

その他
4億8288万円　8.4%

補助費等
11億6700万円　20.5%

維持補修費
3142万円　0.6%

物件費
14億9161万円　26.2%

（うち除染など原発災害
  対策分）
  9100万円　1.6%

（うち除染など原発災害
  対策分）
  5億131万円　8.8%

議員、正職員、嘱託職員の
給与など

児童手当や福祉関連の扶助
費など

借入金の元金と利子の返済

除去土壌の搬出やため池放射
性物質対策など

公共施設や町道などの補修
費用

藤田病院やごみ処理組合の
負担金など

特別会計への繰出金など

町道の新設改良工事や
ほ場整備など

新規事業で
平成31年度

◦
く
に
み
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
所
運
営
事
業�

２
０
０
０
万
円

◦
義
経
ま
つ
り
事
業�

１
１
２
０
万
円

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業�

１
３
９
０
万
円

◦
食
の
文
化
祭
事
業�

２
０
０
万
円

◦
芸
術
文
化
振
興
事
業�

８
８
３
万
円

◦
明
日
へ
。復
興
・
き
ず
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業�

３
０
０
万
円

◦
ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団
事
業�

１
５
０
万
円

◦
放
課
後
子
ど
も
ク
ラ
ブ
な
ど
子
育
て
支
援�

４
４
１
１
万
円

◦
木
育
広
場
つ
な
が
る
～
む
事
業�

１
５
５
９
万
円

◦
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
高
齢
者
支
援

�

１
２
２
７
万
円

◦
く
に
み
も
も
た
ん
広
場
の
運
営�

１
０
８
４
万
円

◦
通
い
の
場
な
ど
介
護
予
防
事
業�

４
０
３
万
円

◦
幼
小
中
一
貫
教
育
事
業�

39
万
円

◦
高
齢
者
運
転
免
許
返
納
支
援
事
業�

20
万
円

◦
ふ
る
さ
と
納
税
事
業�

６
４
０
７
万
円

◦
阿
津
賀
志
山
防
塁
周
辺
整
備
事
業�
２
７
０
０
万
円

◦
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業�
９
２
９
万
円

◦
国
見
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
事
業�
９
５
７
万
円

◦
新
規
就
農
者
支
援�

４
２
４
万
円

◦
歴
史
公
園
整
備
事
業�

１
億
円

◦
町
の
情
報
発
信
事
業�

４
５
０
万
円

◦
町
民
相
談
室
兼
消
費
生
活
相
談
事
業�

１
９
５
万
円

◦
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業�

１
３
９
９
万
円

◦
若
者
交
流
事
業�

26
万
円

活
力
あ
る
町
政
の
実
現

整備が予定されている蓮池

思
い
や
り
の
あ
る
町
政
の
実
現

町
の
継
続
的
な
維
持
発
展
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■水道事業会計
収支別 収　　入 支　　出

収 益 的 収 支 2億6811万円 2億6368万円
資 本 的 収 支 440万円 2億2387万円
※資本的収支の差は内部留保資金で補います。

■平成31年度各会計当初予算

会　計　名 平成31年度
当初予算

前年度対比
増減額 増減率

一　般　会　計 56億9000万円 6億4000万円 12.7%

特
別
会
計

国民健康保険 10億6801万円 △6072万円 △5.4%
介 護 保 険 13億2627万円 6816万円 5.4%
公共下水道事業 2億3166万円 604万円 0.3%
後期高齢者医療 1億2470万円 △427万円 △3.3%
土地開発事業 4630万円 △880万円 △16.0%
渇水対策施設 5476万円 4323万円 374.8%
入 山 財 産 区 19万円 △0.6万円 △3.0%
大木戸財産区 15万円 0.1万円 0.6%

当
初
予
算
の
主
な
質
疑

固
定
資
産
税
の
増
は

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

固
定
資
産
税
の
４
２

０
０
万
円
増
の
理
由
は
何
か
。

税
務
課
長
　

評
価
替
え
の
基
準
年

度
で
あ
る
平
成
30
年
度

の
実
績
を
踏
ま
え
増
と
な
っ

た
。除

染
対
策
事
業
は

減
っ
て
い
る
が
補
助

金
の
増
は

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

除
染
対
策
事
業
は

減
っ
て
き
て
い
る
の
に
消
防
費

県
補
助
金
が
６
３
４
８
万
円
増

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

住
民
生
活

課　
　
長
　

平
成
31
年
度
か

ら
仮
置
場
２
ヵ
所

で
復
旧
工
事
を
す
る
た
め
で
あ

る
。

道
の
駅
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
内
容
は

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

地
方
創
生
推
進
費
９

２
０
万
円
の
内
容
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

９
２
０
万
円
の

う
ち
２
５
０
万
円

が
道
の
駅
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
料
で

道
の
駅
で
町
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
見
ブ

ラ
ン
ド
の
創
造
や
統
一
し
た
イ

メ
ー
ジ
感
を
出
し
、
町
を
Ｐ
Ｒ

す
る
。

仙
台
く
に
み
会
の

内
容
は

問
（
松
浦
常
雄
議
員
）

　

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
の
仙
台
く
に
み
会
は
、

東
京
く
に
み
会
と
同
じ
内
容
か
。

企
画
情
報

課　
　
長
　

道
の
駅
の
客
層

も
宮
城
県
が
多
い

の
で
、
平
成
31
年
度
仙
台
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
し
て
い

く
。
東
京
く
に
み
会
と
は
距
離

感
も
違
う
の
で
内
容
は
考
え

る
。
昨
年
の
物
産
展
で
好
評

だ
っ
た
桃
を
考
え
た
い
。

道
の
駅
の
指
定
管
理

料
を
当
初
予
算
に
計

上
し
た
理
由
は

問
（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

道
の
駅
の
指
定
管
理

料
２
５
０
０
万
円
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
施
設
維
持
管
理
料
は

町
と
協
議
で
補
正
予
算
で
対
応

し
て
き
た
が
、
今
回
は
な
ぜ
当

初
予
算
に
計
上
し
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

こ
れ
ま
で
の
２

年
間
で
年
間
の
管

理
運
営
費
が
把
握
で
き
た
の
で

当
初
予
算
で
計
上
し
た
。

問
（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

当
初
予
算
で
の
計
上

と
な
る
と
あ
る
程
度
固
定
さ
れ

た
金
額
と
考
え
ら
れ
る
が
、
経

営
が
好
転
す
れ
ば
町
の
負
担
は

減
額
と
な
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

基
本
的
に
は
固

定
費
と
考
え
て
い

る
。問

（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

財
源
は
国
庫
補
助
金

と
ふ
る
さ
と
納
税
と
な
っ
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
は
金
額
が

安
定
し
な
い
が
、
足
り
な
く

な
っ
た
場
合
一
般
財
源
も
使
わ

れ
る
の
か
。

総
務
課
長
　

で
き
る
限
り
特
定
財

源
で
あ
る
ふ
る
さ
と
納

税
と
す
る
が
、
減
っ
た
場
合
は

一
般
財
源
の
投
入
も
や
ぶ
さ
か

で
は
な
い
。

風
評
対
策
事
業
の

内
容
は

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

風
評
対
策
事
業
６
７

０
万
円
の
内
容
を
伺
う
。

歳

入

歳

出
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引き続き、
　１．東日本大震災からの復興・再生
　２．安全安心な町政の実現
　３．活力ある町政の実現
　４．思いやりのある町政の実現
　５．町の継続的な維持発展
を重点課題とし、推進する。復興・創生期間の終了を
見据え、町の自治体としての維持発展を将来に向けて
強固にするため、町政の原点回帰を図り、将来に向け
た町の基盤づくりを意識した政策を進めていく。

◦原発事故からの復興・再生
　　引き続き風評対策に取り組むとともに、除染土壌
などの早期搬出、東京電力への損害賠償請求など強
く求める。
◦阿津賀志山防塁
　　下二重堀を中心とした歴史公園化に向け取り組
む。
◦交流連携
　　道の駅を核とした友好自治体との連携強化のほ
か、地域おこし協力隊の招致、仙台圏をターゲット
にした各種プロモーション活動に取り組む。くにみ
農業ビジネス訓練所の長期研修生への住居支援、移
住・起業・新規就業支援などを推進する。
◦町民の健康づくり
　　健康寿命を維持し、高齢者の社会参加を図るため、
生活習慣病予防や認知症対策などの介護予防の取り
組みを強化する。来年に迫った東京オリンピック・
パラリンピック機運醸成事業に町民一体となり取り
組む。

町長施政方針�（要旨）平成31年度 ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

事
業
の
内
訳
で

あ
る
が
東
北
楽
天

Ｐ
Ｒ
に
１
０
０
万
円
、
周
遊
ツ

ア
ー
に
１
２
２
万
円
、
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
46
万
円

そ
し
て
道
の
駅
地
域
活
性
化
交

流
連
携
事
業
に
４
０
２
万
円
で

あ
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

道
の
駅
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
上
で
、
国
見
の
道
の
駅
が

こ
れ
だ
と
目
指
し
て
い
る
も
の

が
あ
れ
ば
伺
う
。

町
長
　

宮
城
県
内
で
国
見
町

が
ど
れ
ほ
ど
理
解
さ
れ

て
い
る
か
で
あ
る
。
ど
こ
に
国

見
町
が
あ
る
の
か
や
、
国
見
町

の
名
前
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。
東
北

楽
天
、
周
遊
ツ
ア
ー
、
物
産
展
、

仙
台
く
に
み
会
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ

が
大
前
提
と
な
る
。
歴
史
、
く

だ
も
の
、
コ
メ
、
野
菜
な
ど
を

付
随
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
存
在
意
義

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

費
用
対
効
果
が
重
要
で
は

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

東
北
楽
天
Ｐ
Ｒ
に
協

賛
す
る
が
費
用
対
効
果
が
重
要

だ
。
町
は
協
定
を
結
ん
で
い
る

町
村
と
の
息
の
長
い
交
流
が
必

要
だ
。
こ
れ
ま
で
仙
台
に
は
新

聞
広
告
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

し
て
き
た
が
効
果
は
あ
る
と
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り

交
流
課
長
　

楽
天
公
式
戦
を

国
見
町
デ
ー
と
し

て
協
賛
す
る
。
平
均
２
万
４
千

人
の
入
場
者
に
町
産
品
、歴
史
、

観
光
な
ど
を
発
信
し
、
誘
客
に

つ
な
げ
る
。
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
す
る
な
ど
入
場
者
に

直
接
Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
で
効
果
を

期
待
し
て
い
る
。

町
長
　

協
定
を
結
ぶ
町
と
コ

ラ
ボ
で
き
な
い
か
検
討

す
る
。
道
の
駅
に
多
く
の
事
業

が
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、
町
内

に
は
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所

が
な
か
っ
た
。
道
の
駅
を
基
盤

と
し
、情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
農
家
民
泊
で

問
（
村
上 

一
議
員
）

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、
宿
泊
は
道
の
駅
、
研
修

は
く
に
み
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練

所
と
し
て
い
る
が
、
農
家
民
泊

が
基
本
だ
と
考
え
る
。
何
名
を

想
定
し
て
い
る
か
。

産
業
振
興

課　
　
長

�

初
年
度
で
あ
り
、

く
に
み
農
業
ビ
ジ

ネ
ス
訓
練
所
で
農
業
体
験
を

し
、
道
の
駅
に
宿
泊
を
考
え
て

い
る
。
将
来
的
に
は
農
家
民
泊

も
検
討
す
る
。
人
数
と
し
て
は

３
組
10
名
程
度
で
あ
る
。

都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
の
位
置
づ
け
は

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

都
市
再
生
整
備
計
画

推
進
費
は
全
体
で
６
億
円
と
説

明
が
あ
っ
た
。
町
道
１
１
６
号

の
整
備
が
入
っ
て
い
る
が
こ
れ

を
外
す
と
全
体
事
業
が
成
り
立

た
な
い
の
か
そ
の
位
置
づ
け
を

伺
う
。

建
設
課
長
　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
重

点
地
区
と
し
て
二
重
堀

を
中
心
と
し
た
歴
史
公
園
整

備
、
町
道
１
１
６
号
改
良
事
業

そ
し
て
石
蔵
交
流
館
整
備
事
業

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
町
道

１
１
６
号
改
良
事
業
は
基
幹
事

業
と
さ
れ
て
お
り
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

商
店
街
の
活
性
化
は

大
事
と
考
え
て
い
る
が
、
道
路

を
整
備
し
て
も
活
性
化
に
は
つ

な
が
ら
な
い
の
で
は
。

副
町
長
　

歴
史
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
具
現
化

す
る
の
が
都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
で
あ
る
。
国
道
４
号
、
道

の
駅
、
中
心
市
街
地
、
更
に
藤

田
駅
を
結
ぶ
こ
と
で
回
遊
性
へ

つ
な
げ
る
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
見
地
か
ら
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
内
容
は
ま
だ
具
体
的

で
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
調
整

し
て
進
め
る
。
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職
員
の
福
利
厚
生
の

増
進
を
図
る

（
要
旨
）
地
方
公
務
員
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
国
見
町
職
員
の

福
利
厚
生
の
増
進
を
図
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

町
が
設
置
・
管
理
す
る

駐
車
場
を
明
確
化

（
要
旨
）
一
般
駐
車
場
の
整
備

に
伴
い
、
町
営
住
宅
等
の
駐
車

場
を
国
見
町
駐
車
場
と
し
て
条

例
に
位
置
付
け
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

要
件
の
中
に
住
宅

使
用
料
の
滞
納
も

入
れ
る
べ
き
で
は

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

使
用
者
の
要
件
の
中

に
、
市
町
村
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
者
と
あ
る
が
住
宅
使
用
料

も
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
課
長
　

住
宅
使
用
料
の
未
払

い
に
よ
り
退
去
と
な
れ

ば
駐
車
場
の
使
用
も
で
き
な
く

な
る
。
住
宅
の
入
居
関
係
と
同

等
の
扱
い
と
な
る
。

ビ
ス
を
推
進
す
る
た
め
、
税
務

課
へ
戸
籍
係
を
移
動
さ
せ
、
名

称
を
税
務
住
民
課
と
す
る
。
ま

た
、
住
民
生
活
課
を
環
境
防
災

課
に
名
称
変
更
す
る
改
正
を
行

う
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
は
な
ら
な
い
の
か

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

職
員
数
が
少
な
い
中

で
課
が
変
わ
る
こ
と
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

総
務
課
長
　

現
在
、
戸
籍
係
と
税

務
課
の
証
明
書
手
数
料

関
係
を
一
括
し
て
や
っ
て
い

る
。
住
民
生
活
課
の
中
に
窓
口

業
務
と
24
時
間
体
制
で
勤
務
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
防
災
関
係

を
一
つ
の
課
で
担
う
の
は
適
切

で
な
い
と
判
断
し
た
。
課
の
内

容
を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
窓
口

の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
は
な
ら
な

い
。

新
し
い
課
の
体
制
は
、

町
民
へ
の
周
知
方
法
は

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

税
務
課
は
２

係
、
住
民
生
活
課
は
２
係

１
室
だ
が
、
新
し
い
課
の

体
制
は
、
町
民
へ
の
周
知

方
法
は
ど
の
よ
う
に
す
る

の
か
。

総
務
課
長
　

税
務
課
は
課
税

収
納
の
２
係
に
戸

籍
係
を
合
わ
せ
３
係
と
な

り
税
務
住
民
課
と
し
、
住

民
生
活
課
は
１
係
１
室
で

環
境
防
災
課
と
す
る
。
周

知
方
法
は
町
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
考
え
て

い
る
。
窓
口
の
サ
イ
ン
も

分
か
り
や
す
く
す
る
。

施
設
の
地
上
権
設
定

面
積
を
減

（
要
旨
）
貝
田
地
区
ほ
場
整
備

実
施
に
伴
い
、
施
設
の
土
地
地

上
権
設
定
面
積
を
減
に
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

旧
団
体
の
名
称
の

変
更
は

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

改
正
条
文
中
に
日
本

国
有
鉄
道
盛
岡
工
事
局
の
文
言

が
あ
る
が
、
現
在
の
名
称
に
変

更
し
な
い
の
か
。

公
告
式
掲
示
場
を

１
カ
所
に

（
要
旨
）
公
告
式
掲
示
場
を
現

行
の
５
ヵ
所
か
ら
小
坂
、
森
江

野
、
大
木
戸
、
大
枝
の
４
ヵ
所

を
廃
止
し
、
役
場
前
の
１
ヵ
所

と
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

税
務
課
は
税
務
住
民
課
、

住
民
生
活
課
は
環
境
防

災
課
へ
名
称
変
更

（
要
旨
）
住
民
へ
の
窓
口
サ
ー

国
見
町
職
員
互
助
会
設
置
条
例

条
例
制
定

条
例
改
正

国
見
町
公
告
式
条
例

国
見
町
営
駐
車
場
条
例

国
見
町
課
設
置
条
例

国
見
町
渇
水
対
策
施
設

財
産
管
理
条
例

■町債（借金）の残高
会計名 30年度末借金残高 31年度末見込借金残高

一 般 会 計 63億6578万円 63億203万円

■基金（貯金）の残高
会計名 30年度末貯金残高 31年度末見込貯金残高

財政調整基金 7億5390万円 5億1948万円
復興基金 6122万円 3621万円

その他の基金（一般会計） 3億9834万円 3億7675万円

基金総額（一般会計） 12億1346万円 9億3244万円
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者
資
格
の
適
用
除
外
と
す
る
改

正
を
行
う
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

戸
数
を
変
更

（
要
旨
）
北
古
舘
住
宅
の
住
宅

１
棟
除
却
に
よ
り
戸
数
の
改
正

を
行
う
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

上
下
水
道

課　
　
長
　

財
産
を
引
き
継

い
だ
当
時
の
条
例

で
あ
る
た
め
変
更
し
な
い
の
が

適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

関
係
法
令
改
正
に
伴
う

文
言
の
整
理

（
要
旨
）
介
護
保
険
法
な
ど
の

関
係
法
令
改
正
に
伴
い
、
条
例

の
参
照
条
文
と
文
言
の
整
理
を

行
う
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

国
保
被
保
険
者
か
ら
の

適
用
除
外
す
る
規
定

（
要
旨
）
児
童
福
祉
法
の
規
定

に
よ
り
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
児
童
又
は
小
規
模
住

居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者

若
し
く
は
里
親
に
委
託
さ
れ
て

い
る
児
童
で
あ
っ
て
、
民
法
の

規
定
に
よ
る
扶
養
義
務
者
が
い

な
い
児
童
に
対
し
、
国
保
税
の

賦
課
が
生
じ
な
い
よ
う
被
保
険

基
金
残
高
が
皆
無

（
要
旨
）
右
記
の
２
基
金
条
例

に
つ
い
て
は
、
基
金
原
資
を
各

事
業
に
充
当
し
、
今
年
度
末
に

基
金
残
高
が
な
く
な
る
た
め
条

例
の
廃
止
を
行
う
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

※
そ
の
他
、
条
例
改
正
５
議
案
が

原
案
ど
お
り
全
員
賛
成
で
可
決

さ
れ
た
。

現
物
給
付
化
に
よ
り

制
度
を
廃
止

（
要
旨
）
高
額
療
養
費
の
現
物

給
付
化
、
出
産
育
児
一
時
金
の

直
接
支
払
制
度
の
実
施
に
よ

り
、
医
療
機
関
等
で
の
負
担
が

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
条

例
を
廃
止
す
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

指
定
管
理
者
を
議
決

（
要
旨
）
平
成
31
年
３
月
末
で

指
定
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
か

条
例
廃
止

一
般
議
案

国
民
健
康
保
険
高
額
医
療
費
資

金
貸
付
事
業
並
び
に
出
産
費
資

金
貸
付
事
業
の
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

指
定
管
理
者
の
指
名

地
域
雇
用
創
出
基
金
の

設
置
、
管
理
及
び
処
分

に
関
す
る
条
例

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
交

付
金
基
金
の
設
置
、
管
理
及

び
処
分
に
関
す
る
条
例

国
見
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
設
置
定
条
例

国
見
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　

任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
管
理

委
員
と
そ
の
補
充
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
推
薦
さ

れ
た
８
名
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
35
年
４
月
３

日
ま
で
の
４
年
間
。

　

な
お
、
４
月
の
選
挙
管
理
委

員
会
で
齋
藤
弘
委
員
が
委
員
長

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員

　

齋
藤　
　

弘
氏
（
再
任
）

　

髙
橋　

一
博
氏
（
再
任
）

　

武
田　

睦
子
氏
（
再
任
）

　

安
藤　

信
男
氏
（
新
任
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　

第
１
順
位　

佐
藤　

吉
茂
氏

�

（
再
任
）

　

第
２
順
位　

松
浦　

光
子
氏

�

（
再
任
）

　

第
３
順
位　

遠
藤　

豊
和
氏

�

（
新
任
）

　

第
４
順
位　

佐
藤　

浩
康
氏

�

（
新
任
）

　

平
成
31
年
５
月
５
日
任
期
満

了
に
よ
り
、
次
の
７
名
の
選
任

に
同
意
し
た
。

　

中
野　

一
雄
氏
（
再
任
）

　

菊
地　

武
雄
氏
（
再
任
）

　

多
勢　

恒
明
氏
（
新
任
）

　

齋
藤　

重
夫
氏
（
新
任
）

　

阿
部　

洋
一
氏
（
再
任
）

　

後
藤　

克
好
氏
（
再
任
）

　

鈴
木　

直
治
氏
（
新
任
）

人

事

選
挙
管
理
委
員
・

同
補
充
員
選
挙

国
見
町
入
山
財
産
区
管

理
委
員
に
７
名
を
選
任

国
見
町
営
住
宅
条
例

ら
、
国
見
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
設
置
定
条
例
の
規
定
に

基
づ
き
社
会
福
祉
法
人
国
見
町

社
会
福
祉
協
議
会
を
再
度
指
名

し
た
。
指
定
期
間
は
、
平
成
31

年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
。

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
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平
成
30
年
度
補
正
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計（
第
５
号
）は
、
既

定
の
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
４
０
万
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
53
億
８
３
５
８
万
円
と
す
る
こ
と
を
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
主
な
支
出
は
、
地
方
債
の
繰
上
償
還
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し

の
郷
に
係
る
駐
車
場
用
地
取
得
、
都
市
計
画
図
策
定
事
業
負
担
金

な
ど
で
す
が
、
年
度
末
整
理
に
よ
り
全
体
と
し
て
減
額
補
正
と
な

る
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
で
地
元
の
関
係

者
へ
の
説
明
は

地
方
債
の
繰
上
償
還

平成30年度一般会計
補正予算（第５号）のおもな内容

【主な事業】
◦地方債の繰上償還等� 1億3552万円
◦道の駅国見駐車場用地取得費� 2750万円
◦都市計画図策定事業負担金� 900万円
◦公共施設整備基金（貯金）への積み立て� 1000万円
【主な財源】
◦町税� 4900万円
◦繰越金� 2億8145万円
【予算に計上済みだが、31年度に繰り越しが決定した主な事業】
◎町道2138号ほか整備工事� 4637万円
◎Ｌ型擁壁復旧工事� 1000万円
◎町道116号整備工事、歴史公園整備工事� 9222万円�
◎国見小・県北中特別教室空調設備整備工事� 6870万円

質質

疑疑

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

都
市
再
生
整
備
計
画

事
業
債
の
町
道
１
１
６
号
整
備

の
目
的
は
何
か
。

建
設
課
長
　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
重

点
地
区
と
し
て
採
択
を

受
け
た
。
道
の
駅
、
国
道
４
号

か
ら
中
心
市
街
地
を
通
り
藤
田

駅
に
直
結
す
る
幹
線
道
路
の
整

備
で
あ
る
。

問
（
浅
野
富
男
議
員
）

　

こ
の
事
業
を
実
施
し

て
本
当
に
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
の
か
。
地
元
の
方
へ

の
説
明
を
し
て
い
る
と
思
う

が
、
合
意
は
得
ら
れ
て
い
る
の

か
。

繰
越
明
許
費
の

理
由
は

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

土
木
費
関
係
で
４
件

の
繰
越
明
許
費
が
あ
る
が
そ
の

理
由
は
。

建
設

課
長
　

社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
事
業
４
６
３
７

万
円
は
国
道
４
号
拡
幅
に
際

し
、
町
道
改
良
工
事
と
町
道
新

設
の
設
計
費
で
あ
る
。
２
点
目

は
、
擁
壁
の
復
旧
工
事
で
近
隣

地
権
者
の
承
諾
と
調
査
の
た
め

時
間
を
要
し
た
。
３
点
目
は
、

県
が
実
施
す
る
都
市
計
画
図
策

定
委
託
負
担
金
で
あ
る
。
最
後

に
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
９

２
２
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
採
択
を
受
け
、
現
地
調
査

が
中
心
で
、
工
事
費
や
補
償
費

を
繰
り
起
こ
す
も
の
で
あ
る
。

建
設
課
長
　

地
権
者
と
調
整
し
て

調
査
を
進
め
て
い
る
。

地
元
説
明
会
は
行
っ
て
い
な

い
。固

定
資
産
税
の

増
加
理
由
は

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

町
税
の
固
定
資
産
税

が
５
７
０
０
万
円
増
加
し
て
い

る
理
由
は
。

税
務
課
長
　

固
定
資
産
税
の
土
地

と
家
屋
の
評
価
額
は
３

年
に
一
度
の
評
価
替
え
が
あ

り
、
平
成
30
年
度
が
基
準
年
度

で
あ
っ
た
が
、
当
初
予
算
編
成

時
期
が
、
そ
の
評
価
替
え
に
伴

う
算
出
基
礎
を
十
分
把
握
で
き

な
い
段
階
で
あ
っ
た
た
め
、
今

回
実
績
を
踏
ま
え
て
補
正
増
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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駐車場として整備される予定地

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

平
成
30
年
度
の
土
木

費
の
執
行
は
３
分
の
１
で
残
り

は
繰
越
明
許
に
な
っ
て
い
る
。

建
設
関
係
者
か
ら
土
木
工
事
の

発
注
が
非
常
に
少
な
い
と
聞
い

た
。
予
算
執
行
上
の
問
題
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

副
町
長
　

震
災
か
ら
の
復

旧
復
興
に
向
け

て
、
ピ
ー
ク
時
に
は
１
３
０
億

円
の
予
算
を
組
ん
で
、
町
内
業

者
を
中
心
に
復
興
組
合
を
立
ち

上
げ
、
除
染
事
業
等
を
進
め
て

き
た
。
そ
の
時
点
と
比
較
す
る

と
少
な
く
は
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
も
復
旧
復
興
事
業
や
国
道

拡
幅
に
併
せ
中
心
市
街
地
の
道

路
整
備
事
業
も
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
早
期

発
注
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

超
過
勤
務
手
当
の

内
容
は

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

社
会
教
育
費
と
保
健

体
育
費
に
そ
れ
ぞ
れ
１
０
５
万

円
と
１
９
５
万
円
の
超
過
勤
務

手
当
が
あ
る
が
そ
の
説
明
を
伺

う
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

生
涯
学
習
課
は

生
涯
学
習
係
と
文

化
ス
ポ
ー
ツ
係
の
２
つ
の
係
が

あ
る
。
業
務
の
特
殊
性
か
ら
、

多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
土

日
・
祝
日
の
事
業
が
多
い
。
振

替
休
日
対
応
も
な
か
な
か
難
し

い
状
況
に
あ
る
。
来
年
度
に
向

け
勤
務
日
や
事
業
の
目
的
、
効

果
の
達
成
度
合
い
を
高
め
る
た

め
働
き
方
に
つ
い
て
議
論
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

基
金
繰
入
金
減
の

理
由
は

問
（
八
島
博
正
議
員
）

　

基
金
繰
入
金
が
２
億

４
９
０
０
万
円
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
る
。
前
年
度
か
ら
の

繰
越
金
は
当
初
予
算
よ
り
多

く
、
実
際
２
億
８
１
０
０
万
円

繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
た
の
で

基
金
繰
入
金
を
マ
イ
ナ
ス
に
し

た
と
考
え
て
よ
い
か
。

総
務
課
長
　

議
員
ご
指
摘
の
と
お

り
で
あ
る
。

寄
附
金
の
ふ
る
さ

と
納
税
額
が
減
額

と
な
っ
た
理
由
は

問
（
松
浦
和
子
議
員
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
額
寄

付
金
が
８
５
０
万
円
減
額
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
業
務

委
託
費
が
１
８
０
０
万
円
減
と

大
き
な
金
額
の
差
と
な
っ
て
い

る
理
由
は
。

総
務

課
長
　

歳
入
で
は
平
成
31
年

分
も
受
付
し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税

業
務
委
託
は
、
当
初
想
定
し
た

納
税
額
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
。

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

年
度
末
の
整
理
に
よ
る
減
額

補
正
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
町
債
の
中
に
都
市

再
生
整
備
事
業
債
２
５
０
万

円
が
含
ま
れ
て
お
り
、
事
業

に
つ
い
て
住
民
か
ら
の
要
望

や
合
意
が
あ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
ず
そ
の
部
分
に
つ
い
て

は
賛
成
で
き
な
い
が
、
こ
れ

以
外
は
評
価
で
き
る
こ
と
か

ら
賛
成
討
論
と
す
る
。

討  

論

議会傍聴をしてみませんか

詳しくは議会事務局へお問い合わせください。 TEL 585-3295（直通）

次の定例会は6月25日開催予定です
●手続きは簡単です！
　受付簿に住所・氏名などを記入するだけで気軽に傍聴できます。
●議案資料を準備します！
　議案審議がわかりやすくなるよう、傍聴者には議案資料を提供
　します。

賛
成
討
論
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意見書 ３月定例会では意見書１件を全員賛成で可決し、国など関係機関へ送
付しました。

陳情みなさんからの

※議長は採決に
　参加しない。

委員会での陳情の採択を受け、慎重審議を行い、意見書をまとめました。
議会に諮り可決されたため、意見書を提出しました。

３月定例会では陳情１件を常任委員会で審査し、結果は以下のとおりとなりました。

陳　　情 提 出 者 結果

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める
意見書提出の陳情について

日本労働組合総連合会　
福島県連合会伊達地区連合会
　議長　高橋　誠一

採択

福島県最低賃金の引き上げ
と早期発効を求める意見書

本県の復興促進や労働人口の流出防止、中小・地場
企業の支援強化のため、最低賃金の引き上げと早
期発効を求めるもの。

可決
（全員賛成）

町長の行政報告（抜粋）
■東日本大震災からの早急な復旧・復興
◦除染対策
◦除去土壌の輸送は、藤田方部１号、大枝方部１号仮置場に
おいて全量搬出が完了した。引き続き除去土壌等の早期の搬
出を図る。
◦応急仮設住宅の退去状況
◦国見町に避難された方々が、３月末までに全員が退去する
見込みとなった。
◦風評対策トップセールス・特産品ＰＲ事業
◦あんぽ柿の出荷最盛期に合わせ、道の駅や国見サービスエ
リア上り線での無料配布や産地合同で首相官邸や大田市場で
PR活動をした。また、仙台中央郵便局で試食販売にも取り組
んだ。
■安全安心なまちづくり
◦放射線対策健康管理事業
◦昨年実施したガラスバッジ測定結果では、健康被害が心配
されるような方はいなかった。ホールボディカウンターによ
る内部被ばく検査は３月末まで継続している。
■活力あるまちづくり
◦道の駅国見あつかしの郷
◦昨年12月末に来場者300万人を達成した。引き続き道の駅
の活性化に向けた対応を図っていく。
◦明日へ。きずなイルミネーション事業
◦「あつかし山ビッグツリー」は、12月23日に点灯式を行い
1月4日までの間、イルミネーションとコラボした町民参加型
の事業として実施した。
◦食の文化祭事業
◦12月19日に開催した食の文化祭には、200名を超える町内

外からの参加者があり、道の駅や各地区のお母さんなどに作
っていただいた50品以上の食を堪能した。
■思いやりのあるまちづくり
◦木育推進事業
◦2月23日、平成30年に誕生した33名の子どもたちに国見産
の杉材で製作したおもちゃを贈呈した。
■町民の皆様との連携や維持発展
◦遊休施設リノベーション事業
◦駅前倉庫の利活用については、県の補助金を活用した町側
の改修工事は2月末に完了し、本年10月頃のオープンを見込
んでいる。
◦租税教室
◦次世代を担う児童・生徒に対し、健全な納税者意識を養う
ことを目的に、2月6日に小学校6年生を対象とした租税教室
を開催した。
◦くにみ農業ビジネス訓練所運営事業
◦昨年4月の開所以来、野菜の多品目栽培とトマトの養液栽
培を進めるとともに、短期研修・体験研修を実施し、今年度の
研修はすべて終了した。現在は、新年度の研修生の募集を行
っている。
◦東京2020オリンピック・パラリンピック事業
◦町では、国見町応援団を結成するとともに、小中学生を対
象に一流アスリートによる実技講習会を実施した。
◦文化芸術事業
◦1月27日に「若い芽のコンサート」として、箏と三味線を稽
古した17名の小中学生の成果発表を実施した。今後、和太鼓
コンサートや若い演奏家たちのコンサートを行うこととして
いる。
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
執

行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
な
ど
、
諸
問
題
に
つ

い
て
質
問
し
、
政
治
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。

議員 質問事項 ページ

松浦　常雄
幼小中のインフルエンザ対策は

12
トイレの臭いの改善を図る考えは

阿部　泰藏 消防団の組織を維持する取り組みは 13

松浦　和子 町民の健康づくり推進対策は 14

渡辺　勝弘
市街化調整区域の地域活性化策は

15
あつかし山ビッグツリーの在り方は

浅野　富男

第５次国見町振興計画の中の子育て支援とは

16子供に係る国保均等割の免除は

大型商業施設出店計画への協議の有無は

町
政
を
問
う
一般
質問

３
月
定
例
会

～5人の議員が登壇し、活発な議論を展開～

質問、答弁は要約して掲載しています。会議録全文は、町議会ホームページに
掲載予定です。［http://www.town.kunimi.fukushima.jp/groups/gikai/］

国見町議会ホームページ 会議録検索システム 会議録検索システムへ会議録検索➡ ➡ ➡
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町政を問う 一般 質問

る
。
教
育
環
境
を
よ
く
す

る
上
で
ト
イ
レ
の
悪
臭
を

減
ら
す
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

教
育
長
　

小
学
校
も

中
学
校
も
ト

イ
レ
の
清
掃
は
、
し
っ
か

り
や
っ
て
い
る
が
、
築
後

30
年
以
上
経
過
し
て
お

り
、
タ
イ
ル
を
は
じ
め
、

ト
イ
レ
全
体
の
汚
れ
が
見

ら
れ
る
。

　

町
で
は
、
各
階
に
洋
式

の
便
座
を
設
置
す
る
な
ど

改
善
に
努
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
悪
臭
を
減
ら
す

た
め
に
業
者
に
依
頼
し
、

清
掃
を
し
て
き
た
。

　

ト
イ
レ
の
悪
臭
を
改
善

す
る
に
は
、
改
修
す
る
の

が
最
も
効
果
的
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
は
、
莫
大
な

経
費
が
か
か
る
の
で
、
実

現
は
難
し
い
。
尿
石
を
溶

か
す
な
ど
清
掃
の
仕
方
を

工
夫
し
、
悪
臭
を
減
ら
す

よ
う
に
し
た
い
。

き
た
い
。

ト
イ
レ
の
臭
い
の

改
善
を
図
る
考
え
は

問
　

小
学
校
の
保
護

者
か
ら
学
校
の
ト

イ
レ
の
悪
臭
を
な
ん
と
か

減
ら
せ
な
い
か
と
い
う
声

が
あ
る
。
従
来
の
方
法
と

は
別
に
、
薬
剤
に
よ
り
尿

石
を
溶
か
す
な
ど
清
掃
の

仕
方
を
見
直
す
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

ト
イ
レ
の
悪
臭
は
小
学

校
だ
け
で
は
な
い
。
中
学

校
で
も
同
様
の
問
題
が
あ

問
　

こ
の
冬
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

例
年
よ
り
も
多
く
流
行

し
、
全
国
で
２
２
２
万
６

千
人
以
上
の
人
が
罹
っ

た
。
県
内
で
は
、
過
去
10

年
間
で
最
悪
の
状
態
で

あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

　

患
者
の
６
割
以
上
が
、

14
歳
以
下
で
あ
る
。

　

国
見
小
学
校
で
も
学
級

閉
鎖
を
行
っ
た
学
年
が

あ
っ
た
。

　

町
は
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
取
っ
た
の
か
。

教
育

次
長
　

昨
年
11
月
に
出

さ
れ
た
県
教
育
委

員
会
教
育
長
の
通
知
に
従

い
、幼
児
児
童
生
徒
に
は
、

手
洗
い
や
う
が
い
の
励

行
、
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど

を
指
示
し
た
。

問
　

予
防
に
は
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
や
、
十
分
な
睡
眠
、

適
度
な
室
温
や
、
湿
度
も

重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
幼
小
中
の
公
費
で

購
入
し
た
加
湿
器
の
数
は

ど
の
く
ら
い
か
。

教
育
次
長
　

幼
稚
園
に
８

台
、
小
学
校
は
０

で
あ
る
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
寄

付
に
よ
り
、
普
通
教
室
等

に
16
台
、
特
別
教
室
に
１

台
、
図
書
室
に
４
台
で
あ

る
。中
学
校
は
０
で
あ
る
。

問
　

小
学
校
に
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
寄
付
に

よ
る
加
湿
器
が
21
台
あ

る
。
そ
れ
は
、
家
庭
の
十

畳
間
用
の
加
湿
器
で
、
教

室
の
広
さ
に
は
不
十
分
で

あ
る
。

　

幼
稚
園
の
保
育
室
に

は
、
十
分
な
加
湿
器
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
遊
戯

室
に
は
な
い
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
特

別
教
室
に
は
ほ
と
ん
ど
設

置
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
子
供
た
ち
の
健
康

上
、
小
中
学
校
の
特
別
教

室
を
含
め
、幼
小
中
に
は
、

十
分
な
容
量
の
加
湿
器
を

公
費
で
設
置
す
べ
き
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

教
育
長
　

幼
児
児
童

生
徒
の
健
康

上
、
教
室
等
の
適
度
な
湿

度
を
保
つ
こ
と
は
必
要
な

の
で
、
今
後
十
分
な
加
湿

器
の
設
置
を
検
討
し
て
い

Q
幼
小
中
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は

A
加
湿
器
を
設
置
す
る
方
向
で
検
討
す
る

松浦常雄議員

改
修
を
終
え
た
昇
降
口
の
扉
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総
務

課
長
　

町
職
員

は
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き

災
害
対
応
を
担

う
。
避
難
所
の
開

設
や
運
営
、
食
料

の
確
保
な
ど
防
災

活
動
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
既
に
地
域
防

災
の
た
め
重
大
な

使
命
と
役
割
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。

問
　

火
災
や
災
害
な

ど
の
有
事
の
際
を

限
定
し
た
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ

な
ど
の
機
能
別
消
防
団
員

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
考

え
を
問
う
。

住
民
生
活

課　
　
長
　

分
団
を
組

織
し
た
場
合

課
題
も
あ
る
が
、
消
防
団

Ｏ
Ｂ
の
知
識
と
経
験
は
得

難
い
も
の
で
あ
り
、
消
防

団
と
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
。問

　

今
後
消
防
団
の

組
織
維
持
に
向
け

た
考
え
を
問
う
。

町
長
　

消
防
団
員
の
数

の
低
減
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
団
員
な
ど
の
い

ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る

が
、
町
と
消
防
団
と
協
力

し
一
体
と
な
っ
て
検
討
、

強
化
し
て
き
た
。
消
防
施

設
な
ど
町
が
外
面
的
な
環

境
づ
く
り
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
は

女
性
団
員
や
役
場
職
員
の

問
題
な
ど
内
面
的
な
部
分

の
検
討
を
十
分
行
い
、
組

織
の
維
持
発
展
に
最
重
要

課
題
で
あ
る
消
防
団
員
の

確
保
に
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
き
た
い
。

り
、
新
団
員
は
概
ね
確
保

で
き
て
い
る
。
し
か
し
、

団
員
確
保
は
難
し
く
な
り

つ
つ
あ
る
の
も
事
実
で
あ

り
、
消
防
団
の
意
義
や
活

動
な
ど
の
広
報
を
行
い
、

消
防
団
と
も
協
議
し
な
が

ら
潜
在
的
な
掘
り
起
こ
し

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問
　

女
性
消
防
団
員

の
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

住
民
生
活

課　
　
長
　

現
在
女
性

消
防
団
員
は

２
名
で
あ
る
。

　

今
後
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
と
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
消
防
団
と
協
議
し

な
が
ら
女
性
が
入
団
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
た
い
。

問
　

消
防
団
の
組

織
強
化
の
た
め

役
場
職
員
の
消
防
団
の

加
入
が
必
要
と
思
う
が

考
え
を
問
う
。

問
　

消
防
団
の
条
例

定
数
と
団
員
の
現

状
を
伺
う
。

住
民
生
活

課　
　
長
　

条
例
定
数

は
２
６
６
名

で
、
現
状
は
２
４
５
名
で

あ
る
。

問
　

消
防
団
員
の
募

集
や
団
員
の
確
保

は
現
在
ど
こ
の
課
で
担
当

し
て
い
る
か
。

住
民
生
活

課　
　
長
　

消
防
団
員

募
集
に
つ
い

て
は
消
防
団
を
所
管
し
て

い
る
住
民
生
活
課
で
担
当

し
て
お
り
、
実
際
の
募
集

行
為
に
つ
い
て
は
各
分
団

に
よ
る
勧
誘
、
地
縁
な
ど

に
よ
り
新
団
員
の
確
保
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。

問
　

現
在
の
人
口
減

少
や
自
営
業
の
減

少
で
団
員
の
確
保
が
消
防

団
で
は
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
町
が
主
体
と

な
っ
て
今
後
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
が

見
解
を
伺
う
。

住
民
生
活

課　
　
長
　

消
防
団
員

の
確
保
は
、

各
分
団
に
委
ね
て
き
て
お

Q
消
防
団
の
組
織
を
維
持
す
る
取
り
組
み
は

A
消
防
団
員
の
確
保
は
組
織
維
持
発
展
の

最
重
要
課
題

阿部泰藏議員

今年の出初式の様子

き
び
き
び
と
し
た
放
水
訓
練
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町政を問う 一般 質問

以
上
の
運
動
習
慣
が
あ
る

か
と
の
問
い
に
69
・
6
％

が
「
な
い
」
と
答
え
た
。

全
国
平
均
は
47
・
7
％
、

県
平
均
で
も
62
・
4
％
で

あ
り
、
町
で
は
7
割
近
い

人
が
習
慣
化
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
「
運
動
不
足
」

と
回
答
し
た
。

問
　

平
成
29
年
６
月

議
会
で
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
建
設
に
つ
い
て

質
問
し
、
そ
の
際
の
答
弁

は
補
助
金
を
活
用
し
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
め

て
い
く
と
の
こ
と
だ
っ
た

が
、
運
動
不
足
を
解
消
し

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

か
ら
も
早
急
に
対
応
す
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

平
成
29
年

８
月
か
ら
町

内
外
の
７
名
で
組
織
し
た

検
討
委
員
会
を
３
回
開
催

し
た
。
３
回
目
の
検
討
委

員
会
で
１
つ
目
は
建
設
候

補
地
に
つ
い
て
、
２
つ
目

は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
規

模
に
つ
い
て
、
３
つ
目
は

施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
、
４
つ
目
は
建
設
に
多

額
の
経
費
を
支
出
す
る
こ

と
か
ら
町
民
の
理
解
を
得

る
取
り
組
み
と
愛
好
者
の

拡
大
と
い
う
項
目
に
つ
い

て
ま
と
め
た
。
町
は
愛
好

者
の
裾
野
を
広
げ
る
取
り

組
み
と
し
て
、
教
室
の
開

催
や
町
長
杯
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
新
競
技
と
し
て
追
加

し
た
。
建
設
に
は
、
財
源

確
保
や
建
設
予
定
地
の
土

地
利
用
の
状
況
を
十
分
踏

ま
え
検
討
す
る
。

町
長
　

健
康
づ
く
り
、

社
会
参
加
の
面
か

ら
も
非
常
に
重
要
と
考
え

る
が
、
一
番
は
土
地
利
用

の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

愛
好
者
の
裾
野
の
問
題
や

補
助
の
確
保
の
問
題
も
あ

る
。
町
単
独
の
経
費
も
出

る
の
で
、
町
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
十
分
検
討

す
る
。
早
く
や
り
た
い
思

い
は
共
通
し
て
い
る
の
で

ス
ト
ー
リ
ー
を
描
き
な
が

ら
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
対

応
し
た
い
。

問
　

人
口
減
少
対
策

の
１
つ
に
健
康
寿

命
を
延
ば
し
長
生
き
す
る

こ
と
の
考
え
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
向
け
た
取
り
組
み

を
伺
う
。

町
長
　

町
民
が
地
域
で

生
き
生
き
と
暮
ら

し
続
け
る
に
は
、
何
よ
り

健
康
が
重
要
で
あ
る
。
保

健
、
食
育
、
福
祉
、
国
保
、

後
期
高
齢
、
介
護
保
険
の

健
康
づ
く
り
事
業
が
あ
る

が
、
新
年
度
は
健
康
づ
く

り
各
事
業
の
連
携
を
深

め
、
減
塩
対
策
の
新
た
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
個

別
組
織
の
統
合
な
ど
オ
ー

ル
国
見
体
制
で
実
施
し
て

い
く
。
特
に
、「
食
」「
運

動
」「
社
会
参
加
」「
規
則

正
し
い
生
活
」
こ
の
４
つ

が
う
ま
く
循
環
で
き
る
健

康
づ
く
り
対
策
を
し
っ
か

り
行
い
、
前
に
進
め
て
、

町
の
人
口
減
少
対
策
に
繋

げ
て
い
く
。

問
　

以
前
、
全
家
庭

に
配
布
の
食
育
事

業
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
を
活
用
し
た
事
業
は
実

施
さ
れ
た
か
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

平
成
29
年

度
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
ル
ー
ト
図
と
し

て
配
布
、
一
定
の
効
果
は

あ
っ
た
。
一
人
ひ
と
り
の

健
康
づ
く
り
に
は
町
民
全

体
の
水
準
を
上
げ
る
こ
と

が
大
事
で
あ
り
、
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
取
組
み

の
継
続
が
必
要
で
あ
る
。

問
　

平
成
31
年
度
の

健
康
づ
く
り
予
算

は
30
年
度
の
当
初
予
算
と

比
較
し
て
増
か
減
か
伺
う
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

保
健
衛
生

総
務
費
に
つ

い
て
は
４
８
０
万
円
増
加

し
て
い
る
。「
食
の
文
化

祭
」
は
新
年
度
か
ら
保
健

福
祉
課
で
担
当
す
る
。
減

塩
に
力
点
を
置
い
た
食
育

の
活
動
を
実
施
す
る
ほ
か
、

平
成
30
年
度
の
事
業
で
効

果
の
高
か
っ
た
「
内
臓
脂

肪
を
燃
や
す
会
」
と
い
う

運
動
教
室
を
拡
充
す
る
。

問
　

新
聞
社
が
県
内

の
自
治
体
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
「
最
も

対
策
が
必
要
な
健
康
課

題
」
に
、
町
は
５
つ
の
項

目
か
ら
「
運
動
不
足
」
と

回
答
し
た
。
そ
の
根
拠
に

つ
い
て
伺
う
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

健
康
づ
く

り
で
効
果
が

出
て
く
る
と
い
う
と
こ
ろ

は
「
運
動
」
が
一
番
わ
か

り
や
す
い
。
特
定
健
診
時

の
問
診
デ
ー
タ
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
1
日
1
時
間

Q
町
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
対
策
は

A
オ
ー
ル
国
見
体
制
で
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く

松浦和子議員
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認
め
ら
れ
る
状
況
に
な

く
、
見
直
し
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

問
　

各
地
区
の
市
街

化
調
整
区
域
に
お

い
て
今
後
の
地
域
活
性
化

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長
　

市
街
化
調
整
区

域
は
市
街
化
を
抑

制
す
る
地
区
で
あ
り
、
農

業
を
主
体
と
し
て
推
進
す

る
地
区
で
あ
る
。
現
行
の

都
市
計
画
で
ま
ち
づ
く
り

を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く

こ
と
が
ベ
ー

ス
で
あ
る
。

す
ば
ら
し
い

も
の
を
未
来

に
繋
げ
る
こ

と
が
使
命
で

あ
り
、
現
行

で
で
き
る
事

を
し
っ
か
り

シ
ナ
リ
オ
を

描
き
な
が
ら

持
続
的
な
地

域
づ
く
り
・

農
業
振
興
を

業
を
推
進
し
て
い
く
。

問
　

継
続
す
る
上
で

年
々
枝
が
伸
び
、

設
置
が
困
難
を
極
め
て
い

る
が
そ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

企
画
情
報

課　
　
長
　

森
林
再
生

事
業
に
よ
り

一
部
伐
採
、
整
枝
し
て
い

る
。
今
後
改
め
て
協
議
し

な
が
ら
対
策
を
検
討
し
て

い
く
。

問
　

事
業
を
継
続
し

盛
り
上
げ
て
い
く

に
は
町
民
を
巻
き
込
ん
だ

組
織
づ
く
り
が
必
要
で

は
。

企
画
情
報

課　
　
長
　

事
業
設
置

を
今
後
も
継

続
し
て
建
設
業
協
会
並
び

に
管
工
事
組
合
に
お
願
い

を
し
て
い
き
た
い
。
誇
り

と
愛
情
を
持
っ
た
方
々
を

中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
づ

く
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

問
　

市
街
化
調
整
区

域
に
住
宅
等
が
建

て
ら
れ
ず
町
外
に
流
出
し

て
し
ま
う
事
が
懸
念
さ
れ

る
が
い
か
が
か
。

建
設
課
長
　

市
街
化
調
整
区

域
に
つ
い
て
は
、

住
宅
等
の
建
設
は
農
家
要

件
を
有
す
る
人
に
限
定
さ

れ
、
法
制
度
上
、
一
般
の

方
は
建
築
出
来
な
い
事
に

な
っ
て
い
る
。

　

当
町
で
は
近
隣
の
市
町

と
と
も
に
県
北
都
市
計
画

の
中
で
区
域
区
分
が
示
さ

れ
て
い
る
。
町
外
へ
の
流

出
に
つ
い
て
は
、
市
街
化

調
整
区
域
だ
け
で
の
問
題

で
は
な
く
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

問
　

市
街
化
調
整
区

域
に
お
い
て
開
発

が
出
来
な
い
な
ど
制
限
が

あ
る
理
由
を
町
民
に
十
分

説
明
、
理
解
さ
れ
て
い
る

の
か
。

建
設
課
長
　

区
域
区
分
は
、

無
秩
序
な
開
発
を

防
止
し
、
良
好
で
快
適
な

市
街
地
の
形
成
、
優
良
な

農
地
の
保
全
や
自
然
環
境

の
維
持
を
目
的
に
し
て
い

る
。
規
制
に
つ
い
て
は
生

活
環
境
に
直
結
す
る
も
の

で
、
必
要
性
に
つ
い
て
も

広
報
な
ど
に
よ
り
周
知
に

努
め
た
い
。

問
　

土
地
の
合
理
的

な
活
用
が
基
本
理

念
で
あ
れ
ば
見
直
し
案
を

考
え
る
べ
き
で
は
。

建
設
課
長
　

市
街
化
区
域
の

拡
大
に
つ
い
て
は

進
め
て
い
く
。

あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ

ツ
リ
ー
の
在
り
方
は

問
　

予
算
が
厳
し
い

な
か
今
後
も
継
続

し
て
い
く
の
か
。

町
長
　

復
興
・
絆
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

の
コ
ラ
ボ
事
業
と
し
て
実

施
し
て
お
り
、
新
聞
の
一

面
を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
に
成

長
し
た
。
町
民
の
心
に
明

か
り
を
灯
す
重
要
な
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
継
続
し
て
事

渡辺勝弘議員

Q
市
街
化
調
整
区
域
の
地
域
活
性
化
策
は

A
現
行
都
市
計
画
の
中
で
し
っ
か
り
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く

冬の風物詩のあつかし山ビッグツリー
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こんな活動もしています

レポート

子
供
に
係
る
国
保

均
等
割
の
免
除
は

問
　

国
民
健
康
保
険

制
度
に
は
所
得
割

に
加
え
て
世
帯
割
と
均
等

割
が
あ
る
。
15
歳
ま
で
の

子
供
に
課
し
て
い
る
均
等

割
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

均
等
割
は

税
額
計
算
の

1
項
目
で
、
15
歳
ま
で
は

1
人
あ
た
り
3
万
2
千
円
、

全
体
額
は
個
々
の
積
み
上

げ
に
よ
る
が
、
概
ね
１
３

０
人
か
け
る
と
約
４
２
０

万
円
位
と
な
る
。

問
　

子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
均
等

割
を
免
除
す
る
こ
と
に
踏

み
切
っ
た
自
治
体
も
あ

る
。
法
的
に
は
で
き
な
い

こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
が
ど
う
な
の
か
。

保
健
福
祉

課　
　
長
　

子
ど
も
医

療
費
も
無

料
、
保
険
料
負
担
も
無
料

で
は
全
体
の
公
平
性
を
欠

き
、
独
自
に
実
施
す
る
に

は
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
コ

ス
ト
増
と
な
る
。
ま
た
、

法
定
外
繰
り
入
れ
と
な
る

こ
と
か
ら
課
題
の
整
理
が

必
要
で
あ
る
。
均
等
割
の

軽
減
措
置
に
つ
い
て
全
国

知
事
会
な
ど
が
国
に
財
源

措
置
を
要
望
し
て
お
り
注

視
し
て
い
き
た
い
。

出
店
計
画
へ
の

協
議
の
有
無
は

問
　

大
型
商
業
施
設

イ
オ
ン
モ
ー
ル
の

出
店
計
画
が
あ
る
が
、
県

商
業
ま
ち
づ
く
り
条
例
と

の
関
連
で
出
店
を
見
合
わ

せ
て
い
た
経
過
が
あ
る
。

こ
の
場
合
近
隣
市
町
の
同

意
が
必
要
に
な
る
が
協
議

は
あ
っ
た
の
か
。

町
長
　

県
に
大
型
店
の

申
請
が
あ
る
と
関

係
市
町
と
い
う
こ
と
で
本

町
も
入
る
と
思
わ
れ
、
意

見
の
具
申
が
求
め
ら
れ
る

も
の
と
理
解
し
て
い
る
が

現
在
の
と
こ
ろ
全
く
な
い
。

問
　

第
５
次
国
見
町

振
興
計
画
の
中
に

は
「
国
見
町
に
育
つ
子
供

は
町
の
宝
で
あ
り
、
安
心

し
て
子
供
を
産
み
育
て
る

環
境
を
築
く
こ
と
は
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
」

と
あ
る
。
子
育
て
支
援
と

い
う
点
か
ら
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
進
め
ら
れ
た
こ
と

に
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ

る
か
。

幼
児
教
育

課　
　
長
　

屋
内
遊
び

場
事
業
と
し

て
「
く
に
み
も
も
た
ん
広

場
」、
道
の
駅
あ
つ
か
し

の
郷
構
内
に
は
木
育
広
場

「
つ
な
が
る
ー
む
」、
及
び

藤
田
保
育
所
に
は
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
が
あ
り
２
か
所
で
の
実

施
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
平
成
28
年
３

月
に
作
成
し
た
子
育
て
支

援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行

し
、
事
業
を
周
知
し
て
い

る
。問

　

安
心
し
て
子
供

を
産
み
育
て
る
環

境
で
、
最
も
不
安
な
の
が

教
育
に
お
金
が
か
か
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
こ
の

よ
う
な
状
況
を
ど
う
判
断

す
る
の
か
。

教
育
長
　

お
金
が
か

か
る
と
い
う

認
識
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
も
違
う
も
の
が
あ
る
。

経
済
的
な
弱
者
と
言
わ
れ

る
要
保
護
、
準
要
保
護
家

庭
へ
の
支
援
、
奨
学
金
で

の
対
応
な
ど
支
援
は
十
分

に
行
っ
て
い
る
。

問
　

給
食
費
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
は

「
材
料
費
の
み
の
負
担
を

お
願
い
し
て
い
る
の
で
適

正
と
考
え
て
い
る
」
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
憲
法
第

26
条
に
は
義
務
教
育
は
こ

れ
を
無
償
と
す
る
と
な
っ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

教
育
長
　

義
務
教
育

に
か
か
る
す

べ
て
の
も
の
を
無
償
に
す

る
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い

と
解
し
て
い
る
。
基
本
的

に
は
授
業
料
と
か
は
無
償

で
あ
り
、
負
担
軽
減
と
い

う
こ
と
で
教
科
書
等
が
無

償
と
な
っ
て
い
る
。
教
材

費
や
給
食
費
ま
で
無
償
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Q
第
５
次
国
見
町
振
興
計
画
の
中
の

子
育
て
支
援
と
は

A
屋
内
遊
び
場
事
業
や
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
事
業
の
周
知
を
図
っ
て
い
る

浅野富男議員
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せ
る
た
め
に
、
地
域
の
魅
力
を

創
出
し
、
地
域
内
外
に
効
果
的

に
訴
求
し
そ
れ
に
よ
り
人
材
・

物
財
・
資
金
・
情
報
な
ど
の
資

源
を
地
域
内
部
で
活
用
可
能
に

し
て
い
く
こ
と
。

②
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

必
要
な
力
と
は
地
域
へ
の
愛

着
、地
域
へ
の
当
事
者
意
識（
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
）
を
醸
成
す

る
こ
と
が
大
切
。

③
国
見
町
の
地
域
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
へ
の

取
組
み
と
し
て
、
平
成

28
年
か
ら
始
ま
り
５
か

年
計
画
で
進
め
て
き

た
。
家
守
育
成
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
並
び
に
講
習
会

を
実
施
し
て
き
た
結

果
、
３
年
目
に
し
て
民

間
「
家
守
舎
桃
ノ
音
」

会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し

て
、
町
が
所
有
す
る
不

動
産
を
家
守
舎
に
賃

貸
、
家
守
舎
は
必
要
と

　

２
月
15
日
、
所
管
事
務
調
査

と
し
て
、
企
画
情
報
課
の
「
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

の
調
査
を
し
た
。

　

事
業
の
主
な
内
容
と
特
徴

は
、
次
の
と
お
り
。

①
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
地
域
を
持
続
的
に
発
展
さ

総
務
文
教

ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
。

後
継
者
不
足
の
実
態

　

黒
字
経
営
、
高
収
益
事
業
で

も
後
継
者
不
足
で
「
休
廃
業
・

解
散
」
が
倒
産
よ
り
多
い
の
が

実
情
で
あ
る
。
人
に
よ
り
営
農

方
針
や
方
法
が
異
な
る
の
で
他

人
が
継
承
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
中
間
管
理
機
構
が
土
地

　

食
農
学
類
は
農
業
が
基
盤
に

あ
っ
て
関
連
す
る
様
々
な
産
業

が
域
内
・
周
辺
で
結
び
つ
き
、

つ
く
る
人
、
つ
か
う
人
、
食
べ

る
人
が
集
ま
り
、
取
引
し
、
交

流
し
て
、
に
ぎ
わ
う
す
が
た
を

想
定
す
る
。
学
生
は
２
年
後
期

か
ら
３
年
に
福
島
県
全
域
を

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
た
、
実
践
プ

を
借
り
入
れ
て
手
を
入
れ
て
や

り
た
い
人
に
渡
す
経
営
継
承
は

今
後
の
農
業
の
在
り
方
の
光
と

い
え
る
。

都
市
生
活
者
の
農
業
、
農
村
へ

の
関
心
は
高
い

　

伊
達
市
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
町
中
で

醸
造
し
、
販
売
す
る
方
法
は
新

し
い
農
業
継
承
の
在
り
方
を
示

し
て
い
る
。
２
０
１
７
年
６
月

設
立
の
福
島
県
食
品
生
産
協
同

組
合
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
、
各
社
の
強
み
と
弱
み
を
補

完
し
合
え
る
場
だ
と
思
う
。

　

福
島
大
学
農
学
群
食
農
学
類

の
ス
タ
ー
ト
に
、
関
連
す
る

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
学

生
の
輩
出
に
期
待
す
る
。

�

（
報
告
者　

松
浦
和
子
）

地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
報
告

福
島
大
学
食
農
学
類
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

講
師　

福
島
大
学
経
済
経
営
学
類

則
藤
　
孝
志
准
教
授

第３回報告
２月８日 食

農
分
野
に
お
け
る

事
業
後
継
者
問
題
と
対
応
策

ま
ち
の
魅
力
を
発
信
し

交
流
入
口
の
拡
大
を
図
る

熱心に質問する議員

スライドで詳しい説明を受ける議員

す
る
業
者
に
転
貸
し
有
効
利
用

を
図
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

情
報
発
信
事
業
と
し
て
は
、

仙
台
市
の
百
貨
店
の
協
力
を
得

て
震
災
以
降
販
売
の
な
か
っ
た

「
福
島
の
桃
」
を
２
時
間
で
２

千
個
完
売
し
た
。
風
評
被
害
は

ほ
ぼ
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
、
次
の
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

◦
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
と
は
、
自
治
体
活
性
化
の
事

業
の
こ
と
で
、
地
方
創
生
事
業

の
一
つ
で
あ
る
。

◦
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
の
予
算
は
国
か
ら
の
補
助
が

50
％
で
あ
る
。

�

（
報
告
者　

松
浦
常
雄
）
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国
見
町
議
会
議
員
の
任
期
満

了
に
あ
た
り
御
礼
の
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
３
月
定
例
会
は
私
た
ち

の
任
期
中
の
最
後
の
議
会
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
４
年
後
の
平
成
27

年
６
月
に
議
会
議
員
の
改
選
で

新
た
に
12
名
の
議
員
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

町
は
、
東
日
本
大
震
災
と
福

島
原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
・
復

興
の
さ
な
か
で
、中
で
も
県
北
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
留
め
置
か
れ
た

汚
泥
は
２
万
７
千
袋
を
超
え
、

そ
の
臭
気
で
地
域
の
人
た
ち
は

大
変
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
29
年
１
月
末
に
全
量

搬
出
が
完
了
し
、
元
の
生
活
に

戻
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
除
染
も
平
成
29
年
６

月
に
は
完
了
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
５
月
に
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
待
望
の

「
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
」

が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
町
内

外
か
ら
の
来
場
者
が
大
変
多

く
、
昨
年
末
に
は
３
０
０
万
人

を
超
え
る
盛
況
振
り
で
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
議
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
平
成
29
年
２
月
に
副
議
長

の
志
村
良
男
議
員
が
ご
逝
去
さ

れ
た
こ
と
は
、痛
恨
の
極
み
で
あ

り
、
議
会
に
と
り
ま
し
て
も
大

き
な
打
撃
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、議
会
改
革
で
は
、議
会

基
本
条
例
に
基
づ
き
情
報
発
信

や
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
べ

く
、
年
２
回
議
会
報
告
懇
談
会

を
開
催
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
は
議
員
定

数
に
つ
い
て
、議
員
全
員
で
真
摯

に
議
論
を
し
、
議
会
機
能
の
強

化
及
び
維
持
の
点
か
ら
全
会
一

致
で
現
定
数
維
持
を
決
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
限
り
無
い
国
見
町

の
益
々
の
発
展
と
町
民
皆
様
の

ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

４
年
間
の
御
礼
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
あ
た
り

　
　

御
礼
申
し
上
げ
ま
す

�

議
会
議
長　

東
海
林
　
一
樹

※
一
部
事
務
組
合
と
は

複
数
の
市
町
村
が
、事
務
の
一

部
を
共
同
で
行
う
た
め
に
設

置
す
る
団
体

　

12
月
21
日
、
第
４
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
、
職
員
給
与
の
支

給
率
を
改
定
す
る
病
院
職
員
の

給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
改
正
を

可
決
し
ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

村
上　

一
）

年
度
末
整
理
に
伴
う

減
額
補
正

　

１
月
29
日
に
第
１
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
専
決

処
分
の
報
告
１
件
、
給
与
条
例

の
改
正
が
１
件
、
人
件
費
の
増

や
年
度
末
の
整
理
に
よ
る
減
額

す
る
30
年
度
補
正
予
算
（
一
般

会
計
、
し
尿
処
理
事
業
会
計
、

ご
み
処
理
事
業
会
計
）
な
ど
３

件
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
提
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

�

（
報
告
者　

浅
野
富
男
）

施
設
設
備
の
更
新

事
業
費
な
ど
の
当

初
予
算
を
可
決

（
自
然
の
水
を
浄
化
し
、
水
道

水
と
し
て
国
見
町
、
福
島
市
、

桑
折
町
な
ど
３
市
３
町
に
提
供

す
る
事
務
組
合
）

【
定
例
会
】

　

２
月
19
日
、
企
業
団
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
に
先
立
ち
、
副
議
長
に

伊
達
市
議
会
の
髙
橋
一
由
議
長

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
補
正
予
算
、
平

成
31
年
度
当
初
予
算
ほ
か
２
議

案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
当
初
予
算

収
益
的
収
支
予
定
額

　

収
入�

45
億
９
４
５
３
万
円

　

支
出�

48
億
８
５
３
３
万
円

資
本
的
収
支
予
定
額

　

収
入�

０
円

　

支
出�

23
億
８
０
１
７
万
円

（
収
支
差
引
不
足
分
は
、
過
年

度
分
の
留
保
資
金
な
ど
全
額
で

補
い
ま
す
。）

�

（
報
告
者　

東
海
林
一
樹
）

一※

部
事
務
組
合
報
告

病
院
職
員
の
給
与
の

率
を
改
定

公
立
藤
田
病
院
組
合
議
会

伊
達
地
方
衛
生
処
理

組
合
議
会　
　
　
　

福
島
地
方
水
道
用
水

供
給
企
業
団
議
会　
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表
彰
さ
れ
た
阿
部
副
議
長

　３月議会を傍聴したみなさんからアンケートにより
ご意見をいただきました。（抜粋）

傍聴者からの

声
◦一般質問の健康づくりの中で議長から２回通告外の
質問をしない様にと注意があったが私は健康に関
する内容であり通告外とは思わない。事前に用意
した質問と回答だけで演出する様では意味がない

と感じた。� （７０代　男性）
◦傍聴者からの声「アンケート」反映と対応、具体的
に公表願いたい。� （８０代　男性）

　

２
月
６
日
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
定

期
総
会
で
、
同
議
長

会
表
彰
規
定
に
基
づ

き
、
町
村
議
会
議
員

15
年
以
上
在
職
功
労

者
と
し
て
阿
部
泰
藏

副
議
長
が
自
治
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
議
会
定
例
会

の
席
上
で
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

地方自治の振興発展に尽力
全国町村議会議長会表彰

３月５日
３月議会定例会（～１９日）
総務文教常任委員会、産業建設常任委員会、広報常任
委員会

３月７日
議案調査会（～１５日）※休日を除く
町フォトコンテスト審査会

３月１0日 藤田駅新駅舎記念セレモニー
３月１３日 県北中学校卒業証書授与式

３月１８日 くにみ幼稚園修了証書授与式、議員懇談会、正副議長
委員長会議、全員協議会

３月１９日 議会運営委員会、全員協議会、広報常任委員会

３月２２日
国見小学校卒業証書授与式
町フォトコンテスト表彰式

３月２３日 藤田保育所修了証書授与式
３月２４日 町剣道祭開会式

３月２５日
伊達地方消防組合議会全員協議会・議会定例会（伊達
市）、伊達地方衛生処理組合議会全員協議会・議会定例
会（伊達市）

３月２６日 町民生委員推薦会　公立藤田病院組合議会全員協議会・
議会定例会

３月２７日 福島地方水道用水供給企業団例月出納検査（福島市）
３月２８日 教職員離任式
３月２９日 退職職員辞令交付式
４月１日 新規採用職員辞令交付式、教職員着任式
４月2日 町交通対策協議会
４月４日 藤田保育所入所式、広報常任委員会
４月５日 くにみ農業ビジネス訓練所長期研修生入講式
４月８日 国見小学校入学式、県北中学校入学式
４月９日 くにみ幼稚園入園式、広報常任委員会

４月１0日 町内会長会議、伊達郡町村議会議長会各町議会議長会
議、伊達郡振興懇談会（福島市）

４月１１日 町生活環境推進員会議
４月１２日 広報常任委員会
４月１３日 町体育協会総会
４月１７日 町赤十字奉仕団役員会
４月１８日 町遺族会定期総会
４月１９日 議員懇談会
４月２0日 町郷土史研究会通常総会、 町駅伝競走部総会
４月２１日 内谷春日神社例大祭・太々神楽奉納

４月２５日 まちづくり推進協議会、町寿クラブ連合会総会、平成
３１年第１回議会報告懇談会（～２８日）

議会の動き

　
選
挙
期
日
は
、
６
月
２
日
と
決
定
し
ま

し
た
。
現
議
会
議
員
の
任
期
は
６
月
18
日

ま
で
、
新
議
会
議
員
の
任
期
は
翌
日
の
19

日
か
ら
と
な
り

ま
す
。 町

議
会
議
員
の
選
挙
は

６
月
２
日（
日
）
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編

集

後

記

　　　　

　
３
月
定
例
会
は
、
私
た
ち
の
任

期
中
の
最
後
の
議
会
で
し
た
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、
年
４
回

の
発
行
で
、
そ
の
編
集
は
６
人
の

広
報
常
任
委
員
が
担
当
し
、
２
年

で
別
の
６
人
に
交
代
す
る
制
度
を

と
っ
て
お
り
全
議
員
が
関
わ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
広
報

常
任
委
員
会
で
は
見
や
す
く
、

読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め

て
お
り
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民

の
方
々
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

様
、心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、復
興
の
シ
ン
ボ
ル「
道
の

駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
」
も
間
も

な
く
開
業
２
周
年
を
迎
え
ま
す
。

来
場
者
は
多
く
、
全
国
で
も
人
気

上
位
に
位
置
す
る
道
の
駅
と
な
っ

て
お
り
、
国
見
町
の
み
な
ら
ず
、

福
島
県
の
観
光
拠
点
の
一
つ
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
の

繁
盛
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
東
海
林
一
樹
）

発
行
責
任
者

　
議　
　
長�

東
海
林
一
樹

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長�

松
浦　
和
子

　
副
委
員
長�

村
上　
正
勝

　
委　
　
員�

東
海
林
一
樹

　
　

同�

八
島　
博
正

　
　

同�

佐
藤　
定
男

　
　

同�

井
砂　
善
榮

佐藤　文子さん
（徳江北町内会）

私
も
ひ
と
言

私
が
思
う
国
見
の
い
い
と
こ
ろ

私
も
、よ
く
手
土
産
を
求
め
に
行
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
数
回
の
友
人
達
と
の
集
合

場
所
が
、
こ
こ
二
年
間
は
道
の
駅
で
す
。

食
事
後
、
町
内
を
散
策
し
、
帰
り
に
野
菜

等
を
買
っ
て
帰
っ
て
行
く
の
で
す
が
、
楽

し
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
大
木

戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
つ
る
し
飾
り
展

を
案
内
し
て
来
ま
し
た
。
道
の
駅
の
宿
泊

施
設
、
風
道
も
、
そ
の
友
人
達
と
既
に
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
に
こ
う
い
う
施
設
が
あ
り
、
気
兼

ね
な
く
利
用
で
き
る
こ
と
は
、
有
り
難
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
私
は
、
八
十
七
歳
の
義
父
か

ら
三
歳
の
孫
ま
で
暮
ら
し
て
い
る
お
陰

で
、
色
々
な
方
々
に
接
す
る
機
会
が
あ
り

ま
す
。
介
護
関
係
の
方
、
保
育
所
の
先
生

方
、
学
童
の
先
生
方
等
、
み
な
さ
ん
明
る

く
一
生
懸
命
に
向
か
い
あ
っ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
温
か
さ
を
感
じ
、
こ
れ
も
「
国
見

町
の
す
ご
い
」
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
近
く
に
中
尊
寺
蓮
池
が
あ
り

ま
す
。
花
が
咲
く
と
カ
メ
ラ
や
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
を
持
っ
た
方
が
早
朝
か
ら
来
て
い

ま
す
。
以
前
、
迷
っ
て
い
た
方
を
案
内
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
整
備
を
し
て
公
園

に
す
る
よ
う
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
阿
津

賀
志
山
、
防
塁
、
中
尊
寺
蓮
池
が
ど
の
よ

う
に
観
え
る
か
、
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

北
海
道
に
住
ん
で
い
た
伯
父
は
、
生
家

か
ら
の
半
田
山
の
風
景
が
忘
れ
ら
れ
な
い

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
国
見
町
は
、
本
当

に
自
然
の
美
し
い
、
歴
史
の
あ
る
町
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
の
友
人
達
か
ら
も
、「
国
見
町
は
す

ご
い
ね
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
、

コ
ン
サ
ー
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
豊
富
な
こ

と
で
す
。
私
も
、
さ
か
な
ク
ン
と
林
家
三

平
さ
ん
に
会
え
ま
し
た
。今
年
も
、ど
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
る
か
楽
し
み
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
最
近
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー

に
は
、
学
生
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
活
気

が
あ
る
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
充
実
し
た

図
書
室
も
あ
り
ま
す
し
、
今
後
も
、
若
い

人
達
が
足
を
運
び
や
す
い
場
所
に
な
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し

の
郷
で
す
。
新
鮮
な
く
だ
も
の
や
野
菜
が

あ
り
、
商
品
の
種
類
が
多
い
そ
う
で
す
。

　

３
月
定
例
会
会
期
中
の
３
月
11
日
議

案
調
査
の
一
環
と
し
て
、
遊
休
施
設
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
、
県
の
補
助
金

を
活
用
し
て
進
め
ら
れ
た
駅
前
倉
庫
の

改
修
状
況
を
議
員
全
員
で
調
査
し
ま
し

た
。
今
年
10
月
頃
の
オ
ー
プ
ン
見
込
み

で
利
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

駅前倉庫の改修を調査

第一期改修工事が完了した駅前倉庫

　

議
会
だ
よ
り
に
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
要
望
、
議

会
を
傍
聴
し
た
感
想
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
思
っ
て
い
る
こ
と
何
で
も
結
構
で
す
。
字

数
は
６
０
０
字
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
1
枚
半
）

程
度
で
す
。
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
常
任
委
員
長　

松
浦
和
子　
　
　

（
事
務
局
℡
５
８
５
─
３
２
９
５
）

｢

私
も
ひ
と
言｣ 

原
稿
を
募
集


